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平
成
23
年
中
に
新
築
や
増
改
築
な
ど
を
し
た
り
、
一
定
額
以
上
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
人
は
確
定
申
告
を
す
る
こ
と
に
よ
り
所
得
税

の
還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
給
与
所
得
や
年
金
に
係
る
雑
所
得
の
み
の
人
な
ど
の
還
付
申
告
は
2
月
15
日
㈬
以
前
で
も
無

料
相
談
日
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
ん
な
人
は
還
付
申
告

　
還
付
申
告
が
で
き
る
主
な
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

◆
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

　
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
を
利
用
し
て
マ

イ
ホ
ー
ム
を
新
築
・
購
入
・
増
改
築

な
ど
を
し
た
と
き
、
次
に
当
て
は
ま

る
場
合
に
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
取
得
・
増
改
築
の
日
か
ら
6
カ
月

以
内
に
入
居
し
、
以
後
12
月
31
日
ま

で
継
続
し
て
居
住
し
て
い
る
こ
と

●
合
計
所
得
が
3
、
0
0
0
万
円
以

下
で
あ
る
こ
と

●
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
の
返
済
期
間
が

10
年
以
上
で
、
し
か
も
月
賦
の
よ
う

に
分
割
し
て
返
済
し
、
年
末
残
高
が

あ
る
こ
と

●
1
棟
の
家
屋
で
床
面
積
が
50
平
方

㍍
以
上
で
あ
り
、
床
面
積
の
2
分
の

1
以
上
が
専
ら
居
住
用
で
あ
る
こ
と

●
居
住
年
ま
た
は
前
後
2
年
以
内
に

譲
渡
所
得
に
係
る
一
定
の
特
例
の
適

用
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

●
中
古
住
宅
は
、
新
築
住
宅
の
要
件

無料相談（パソコンによる申告書作成）
日　　時 場　　所

1月30日㈪・31日㈫
10:00 ～ 12：00、13：00 ～ 16：00 白井市役所（6階正庁）

2月7日㈫～ 10日㈮
10:00 ～ 12：00、13：00 ～ 16：00

イオンモール千葉ニュー
タウン3階イオンホール
（印西市）

※補助者が付き、パソコンで申告書の作成と提出ができま
す。書面による作成もできます。

自　書　指　導　会
日　　時 場　　所

2月16日㈭～ 3月15日㈭の平日
9：00 ～ 12：00、13：00 ～ 16：00

白井市役所（6階正庁）
2月25日㈯・3月3日㈯
9：00 ～ 12：00

税理士による無料申告相談
日　　時 場　　所

2月23日㈭
9：00 ～ 12：00、13：00 ～ 16：00 白井市役所（6階正庁）

の
ほ
か
に
家
屋
の
取
得
の
日
以
前
20

年
以
内
（
耐
火
建
築
物
に
つ
い
て
は

25
年
以
内
）
に
建
築
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と

※
詳
細
は
成
田
税
務
署
へ
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

◆
医
療
費
控
除

　
自
分
や
自
分
と
生
計
を
一
に
す
る

親
族
の
病
気
や
け
が
な
ど
で
医
療
費

を
支
払
っ
た
場
合
に
は
、
一
定
の
金

額
の
所
得
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

対
象
と
な
る
金
額
　

平
成
23
年
中
に

支
払
っ
た
医
療
費
か
ら
保
険
金
な
ど

で
補
填
さ
れ
る
金
額
を
引
き
、
さ
ら

に
10
万
円
（
総
所
得
金
額
な
ど
が

2
0
0
万
円
未
満
の
場
合
は
そ
の
5

㌫
相
当
額
）
を
引
い
た
金
額
で
す
。

無
料
相
談
や
自
書
指
導
会

　
給
与
所
得
者
（
年
末
調
整
が
済
ん

で
い
る
人
）
、
公
的
年
金
所
得
者
を

対
象
に
税
理
士
に
よ
る
無
料
相
談
や

自
書
指
導
会
を
下
表
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

　
参
加
者
は
自
分
で
申
告
書
を
作
成

し
、
そ
の
場
で
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
作
成
済
み
の
申
告
書
の
提

出
も
で
き
ま
す
。

持
ち
物

　
次
の
必
要
書
類
、
筆
記
用

具
、
計
算
機
、
印
鑑
、
平
成
23
年
分

の
給
与
・
年
金
の
源
泉
徴
収
票
な
ど

収
入
金
額
の
分
か
る
も
の
、
申
告
者

名
義
の
銀
行
（
郵
便
局
）
の
口
座
番

号
が
分
か
る
も
の

※
市
で
は
青
色
申
告
、
消
費
税
・
贈

与
税
・
譲
渡
所
得
な
ど
の
申
告
相
談

や
申
告
書
の
作
成
や
指
導
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
成
田
税
務
署
か
ら
の
お

知
ら
せ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
該
当
す
る
場
合
に
必
要
な
書
類
】

○
国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書

（
原
本
）

○
証
明
書
以
外
の
保
険
料
を
納
付
済

の
場
合
は
領
収
証
書
の
写
し

○
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
領
収
証

書
な
ど
の
納
付
金
額
の
分
か
る
も
の

○
生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料
の
控

除
証
明
書
（
原
本
）

○
障
害
者
手
帳
な
ど
の
写
し

※
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
な
く
て

も
65
歳
以
上
で
介
護
保
険
の
要
介
護

認
定
を
受
け
て
い
る
人
は
、
障
害
者

に
準
ず
る
も
の
と
し
て
控
除
の
対
象

に
認
定
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
高
齢
者
福
祉
課
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

【
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
（
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
）
の
あ
る
人
】

（
新
築
住
宅
の
場
合
）

○
申
告
者
が
記
載
さ
れ
た
住
民
票

○
家
屋
の
登
記
事
項
証
明
書

○
請
負
契
約
書
ま
た
は
売
買
契
約
書

日時　2月1日㈬～ 3月15日㈭の平日、
2月19日㈰・26日㈰　午前9時～午後4
時（提出は午後５時まで）　
場所　イオンモール成田2階イオン
ホール
※この期間は成田税務署内に確定申
告書作成会場を設けていません。公
共交通機関を利用する場合は京成成
田駅前から千葉交通バスを利用して
ください。
送付先・■問　〒286―8501　成田市加
良部1―15　成田税務署☎0476（28）5
151（代表）

　平成23年中に納付された国民健康保
険税・後期高齢者医療保険料・介護保
険料を一つにまとめた納付済額のお知
らせをはがきで今月下旬に送付します。
お知らせは、確定申告や市・県民税の
申告の際に社会保険料控除を受けるた
めの資料として利用できます。
　特別徴収（年金からの引き落とし）
分はこのお知らせには含まれていませ
んので、年金支払者から交付される「公
的年金等の源泉徴収票」を参考にして
ください。
■問　保険年金課保険税班　内線3171 ～
3（国民健康保険税・後期高齢者医療
保険料）、高齢者福祉課介護保険班内線
5333 ～ 5（介護保険料）

確定申告など社会保険料控除の
資料にご利用ください

成田税務署からのお知らせ
所得税・贈与税・個人消費税の
確定申告書作成と提出および相談会

所
得
税
の
還
付
申
告
は
お
早
め
に

確定申告の準備はお済みですか

年金収入のみの人を対象とした自書説明会
日　　時 場　　所

2月14日㈫　
10:00 ～ 12：00、13：00 ～ 16：00 西白井複合センター

の
写
し

○
住
宅
取
得
資
金
に
係
る
「
借
入
金

の
年
末
残
高
証
明
書
」

○
敷
地
な
ど
の
購
入
に
係
る
控
除
も

受
け
る
場
合
は
、
そ
の
敷
地
な
ど
の

登
記
事
項
証
明
書
と
敷
地
な
ど
の
分

譲
の
契
約
書
の
写
し

（
中
古
住
宅
の
場
合
）

○
新
築
住
宅
の
場
合
と
同
じ
必
要
書

類
の
ほ
か
、
都
市
再
生
機
構
や
住
宅

供
給
公
社
な
ど
に
対
す
る
債
務
を
引

き
継
い
だ
場
合
は
債
務
の
承
継
契
約

書
の
写
し

○
耐
震
基
準
に
適
合
す
る
場
合
は
耐

震
基
準
適
合
証
明
書
ま
た
は
住
宅
性

能
評
価
書
の
写
し

（
増
改
築
の
場
合
）

○
新
築
住
宅
の
場
合
と
同
じ
必
要
書

類
の
ほ
か
、
建
築
確
認
通
知
書
の
写

し
・
検
査
済
証
の
写
し
・
増
改
築
等

工
事
証
明
書
の
い
ず
れ
か
1
つ

【
医
療
費
控
除
の
あ
る
人
】　

○
病
院
、
薬
局
な
ど
の
領
収
を
証
す

る
書
類

○
保
険
金
な
ど
で
補
填
さ
れ
る
金
額

が
分
か
る
も
の

問
　

課
税
課
市
民
税
班

　
内
線
3
1

3
1
〜
3

　確定申告により医療費控除を申請される人で、かつ市
の国民健康保険に加入し、高額療養費の支給を受ける人
については、あらかじめ領収書の写し（コピー）をとり
保管をお願いします。
　市の国民健康保険加入者で、医療費が高額になった場
合（対象世帯における限度額を超えた場合）は高額療養
費として、申請により後日支給されます。支給対象者に
は、毎月受診されてから2カ月から3カ月後に、支給申請
に関するお知らせをお送りしています。11月診療分につ
きましては今月末ころ、12月診療分につきましては2月
末ころにお知らせをお送りします。
　支給に当たっては、領収書またはその写しにより金額
が確認できないと、高額療養費を支給できない場合があ
りますのでご注意ください。
■問　保険年金課保険年金班　内線3180

高額な医療費を負担された人へ



お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

Q
　

フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
の
広
告
を
見

て
格
安
だ
と
思
っ
た
の
で
、
繁
華
街

の
雑
居
ビ
ル
の
中
に
あ
る
エ
ス
テ
サ

ロ
ン
で
、
眉
と
ア
イ
ラ
イ
ン
の
ア
ー

ト
メ
ー
ク
を
し
た
。
そ
の
直
後
か
ら

痛
み
が
引
か
な
か
っ
た
が
、
す
ぐ
治

る
と
い
わ
れ
帰
宅
し
た
。
目
の
周
り

が
赤
く
腫
れ
、
数
日
間
外
出
で
き
な

か
っ
た
。

　
保
証
し
て
も
ら
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　（

30
代
・
女
性
）

A
　

ア
ー
ト
メ
イ
ク
に
関
す
る
相
談

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
相
談
者
の
ほ

と
ん
ど
が
、
30
代
と
40
代
の
女
性
で

す
。
い
わ
ゆ
る
ア
ー
ト
メ
イ
ク
と
は
、

直
接
人
の
皮
膚
に
針
で
色
素
を
注
入

す
る
こ
と
に
よ
り
、
化
粧
を
し
な
く

て
も
眉
や
唇
の
色
合
い
を
美
し
く
見

せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
入
れ
墨
で

す
。
色
素
は
洗
っ
て
も
取
れ
ま
せ
ん

が
、
皮
膚
の
ご
く
浅
い
部
分
に
色
素

を
注
入
す
る
た
め
、
色
合
い
は
3
年

程
で
施
術
前
と
同
じ
く
ら
い
に
薄
く

な
り
ま
す
。

　
ア
ー
ト
メ
イ
ク
に
よ
る
危
害
危
険

の
例
で
は
、
こ
の
事
例
の
よ
う
に
赤

く
腫
れ
た
り
、
痛
み
が
引
か
な
い
な

ア
ー
ト
メ
イ
ク
で
目
の
周
り
が
腫
れ
た

ど
の
皮
膚
障
害
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
い

よ
う
で
す
。
そ
の
ほ
か
誤
っ
て
針
が

目
に
刺
さ
り
角
膜
を
傷
つ
け
て
し
ま

い
大
事
故
に
至
っ
た
事
例
も
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
施
術
者
の
技
術

が
未
熟
な
た
め
、
左
右
の
形
が
違
っ

て
し
ま
う
な
ど
、
美
容
的
に
大
き
な

問
題
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
前
述
し
た
よ
う
に
ア
ー
ト
メ
イ
ク

は
入
れ
墨
の
一
種
で
非
常
に
危
険
な

行
為
な
の
で
、
医
師
免
許
の
無
い
者

が
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
専
門

の
医
療
機
関
で
、
厳
し
い
衛
生
管
理

の
下
で
行
わ
れ
な
い
と
、
さ
ま
ざ
ま

な
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
う
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
広
告
に
う
た
っ
て
い
る
手

軽
さ
や
、
安
い
料
金
に
惑
わ
さ
れ
ず
、

正
し
い
情
報
を
集
め
て
か
ら
施
術
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
痛
み
を
伴
う

ト
ラ
ブ
ル
の
場
合
、
速
や
か
に
医
療

機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
消
費
生

活
相
談
室
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
　

消
費
生
活
相
談
室

　
内
線
3
2

9
4
（
毎
週
月
・
火
・
水
・
金
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

　
市
役
所
2

階
相
談
室
）

150

味
噌
づ
く
り
体
験
講
座

　
農
産
加
工
研
究
会
主
催
の
「
味
噌

づ
く
り
体
験
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
ゆ
で
た
大
豆
を
つ
ぶ
し
、
米

こ
め
こ
う
じ

麹
を

合
わ
せ
て
み
そ
を
作
り
ま
す
。

日
時

　
2
月
22
日
㈬

　
正
午
〜

場
所

　
ひ
だ
ま
り
館
農
産
物
加
工
室

（
根
）

対
象

　
市
内
在
住
者

　
16
人
（
申
し

込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※
結
果
は
は
が
き
で
通
知
し
ま
す
。

　
初
め
て
参
加
す
る
人
を
優
先
し
ま

す
。

持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

拭
き
用
タ
オ
ル
、
動
き
や
す
い
靴
、

持
ち
帰
り
用
の
た
る
（
10
㌔
㌘
用
）

参
加
費

　
2
、
0
0
0
円
（
材
料
費
・

保
険
代
）

申
・
問

　
1
月
25
日
㈬
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
往
復
は
が
き
（
1
人
1
枚
）

に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

を
記
入
の
上
、
農
政
課
農
政
班
内
線

3
2
5
2
へ

　
市
で
は
市
内
の
産
業
の
振
興
と
市

民
の
ふ
る
さ
と
意
識
の
高
揚
を
図
る

た
め
、
梨
や
自
然
薯
な
ど
の
特
産
品

や
独
自
の
手
法
、
原
料
で
製
造
・
加

工
さ
れ
た
も
の
な
ど
を
「
ふ
る
さ
と

産
品
」
に
認
定
し
、
販
売
の
推
奨
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　県および市独自で農産物の放射性物質検
査を実施しました。
　12月7日に採取したゴボウからは放射性
ヨウ素およびセシウムの値は「検出せず」
でした。
　「検出せず」とは放射性物質が存在しな
いか放射性ヨウ素、放射性セシウム134、
放射性セシウム137とも20ベクレル／㌔㌘
未満であることを示します。
【放射性物質暫定規制値（野菜類）】
放射性ヨウ素　2,000ベクレル/㌔㌘
放射性セシウム　500ベクレル/㌔㌘
■問　農政課農政班　内線3251・2

農産物の
放射性物質検査結果シイタケ・価格表

品名 規格 単価 単位

種駒 1,000個/1包 2,880円/1包 1包

苗木・価格表

苗木 号数 苗高 根本径 単価 単位

スギ

3年生

1 60㎝ 12㎜ 135円/1本

25本

3 45㎝ 9㎜ 115円/1本

ヒノキ
1 60㎝ 9㎜ 135円/1本

3 45㎝ 7㎜ 115円/1本

クロマツ
2 35㎝ 8㎜ 85円/1本

3 30㎝ 7㎜ 80円/1本

アカマツ
2 35㎝ 8㎜ 85円/1本

3 30㎝ 7㎜ 80円/1本

　県森林組合印旛事業所ではシ
イタケの種駒、スギなどの苗木
のあっせんを行います。
　今年度はシイタケの原木の
あっせんはありません。
品目・価格　下表のとおり
■申・■問　3月2日㈮までに、はがきに購入希望品目・
数量・住所・氏名・電話番号を記入の上、市農政課
農政班　内線3254へ

シイタケ種駒などのあっせん

　市では毎年折り鶴を広島の平和記念
公園へ送付し「平和の子の像」に捧げ
ています。
　昨年は皆さんからお預かりした折り
鶴を千羽鶴にして、189,792羽を送付
しています。
　折り鶴を千羽鶴にする作業を一緒に
行うボランティアを募集します。
日時　2月15日㈬から3月16日㈮まで
の毎週月・水・金曜日　午後1時30分
～ 4時
場所　市役所1階ロビー
内容　折り鶴作成、千羽鶴糸通しほか
※折り鶴については、2月8日㈬から市
役所・各センターに投函箱を設置しま
すので、皆さんが折ったものはこちら
に投函してください。
■申・■問　企画政策課男女共同参画室
内線3355へ

し

ろ

い

か

ら

発

信

〜
ふ
る
さ
と
産
品
〜

新
た
な
認
定
品

　
昨
年
12
月
に
行
わ
れ
た
ふ
る
さ
と

産
品
認
定
審
査
会
で
は
、
新
規
品
目

と
し
て
㈲
遠
山
珈
琲
の
「
珈
琲
お
こ

し
」
を
新
た
に
認
定
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
「
日
本
梨
」
な
ど
11

品
目
は
引
き
続
き
認
定
し
て
い
ま
す

（
左
表
参
照
）。

認
定
を
受
け
る
に
は

　
市
内
で
生
産
し
販
売
さ
れ
て
い
る

特
産
品
な
ど
が
、
次
の
認
定
基
準
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
れ

ば
「
白
井
市
ふ
る
さ
と
産
品
認
定
申

請
書
」
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
申
請
内
容
は
白
井
市
ふ
る
さ
と
産

品
認
定
審
査
会
で
認
定
基
準
を
踏
ま

え
て
審
査
さ
れ
、
承
認
が
得
ら
れ
れ

ば
認
定
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
認
定
期
間
は
3
年
間
と
な
り
ま
す

が
継
続
も
可
能
で
す
。

【選
定
基
準
】

●
市
の
特
産
物
、
ま
た
は
特
産
物
に

よ
り
製
造
・
加
工
さ
れ
た
も
の

●
市
内
事
業
者
独
自
の
手
法
・
原
料

で
製
造
・
加
工
さ
れ
た
も
の

※
「
独
自
の
手
法
」
と
は
手
作
業
で

製
作
し
た
も
の
、
伝
統
的
な
技
術
、

技
法
を
用
い
て
製
造
や
加
工
な
ど
が

さ
れ
た
も
の
、
も
し
く
は
ほ
か
で
は

で
き
な
い
手
法
・
製
造
な
ど
の
こ
と

で
す
。

●
市
を
象
徴
す
る
品
名
・
デ
ザ
イ
ン

な
ど
が
さ
れ
て
い
る
も
の

●
市
の
名
産
品
と
し
て
定
着
し
て
い

る
も
の
、
ま
た
は
ふ
さ
わ
し
い
も
の

問
　

商
工
振
興
課
商
工
振
興
班

　
内

線
3
2
4
2

※
認
定
申
請
に
は
見
本
一
式
を
無
料

で
添
付
（
専
門
的
な
事
項
は
説
明
書

も
添
付
）
し
て
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
産
品
認
定
審

査
会
委
員
を
募
集

　
ふ
る
さ
と
産
品
を
育
成
す
る
た
め
、

市
で
は
「
ふ
る
さ
と
産
品
認
定
審
査

会
」
を
設
置
し
、
産
品
の
認
定
と
推

奨
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
意
見
が
反
映
で
き
る
よ

う
市
民
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

ふるさと産品推奨品認定品一覧

区分 商品名 事業所 所在地

継続 日本梨 白井市梨業組合
（西印旛農協内）

印西市西の原4-3
☎0476（48）2207

新規 珈琲おこし

㈲遠山珈琲 白井市根1889-6
☎（491）8440継続 産地・農園指定及び100％天日干し乾燥の手焼きのレギュラーコーヒー

継続 コーヒーブランデーケーキ

継続 さつまやの大どら ㈲さつまや 白井市白井423
☎（497）0621

継続 しろいの自然薯 白井市自然薯研究会
（西印旛農協内）

印西市西の原4-3
☎0476（48）2207

継続 落花生最中（落花生粒入りこしあん・ピーナッツクリーム入り白あん) 勝柴製菓 白井市根97
☎（491）0629

継続 工房真のオリジナルバック ハンドメイド工房真 白井市冨士85-46☎（445）2389

継続 白井ロール

パティスリーアミュ
レット

白井市冨士85-12
☎（444）1571

継続 白井クッキー

継続 白井チーズ（チーズケーキ）

継続 白井マカロン

任
期

　
2
年

対
象

　
市
内
に
5
年
以
上
在
住
す
る

満
20
歳
以
上
で
平
日
の
会
議
に
出
席

で
き
る
人

　
2
人
（
選
考
基
準
に
よ

り
選
考
）

報
償

　
会
議
1
回
5
、0
0
0
円（
年

2
回
程
度
開
催
）

申
・
問

　
1
月
31
日
㈫
ま
で
に
、
所

定
の
応
募
用
紙
（
商
工
振
興
課
各
セ

ン
タ
ー
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま

す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵

送
（
消
印
有
効
）
か
直
接
商
工
振
興

課
商
工
振
興
班

　
内
線
3
2
4
2
へ

推奨シール

折り鶴・ボランティア募集

珈琲おこし

2012.1.15 2



保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

講
師

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
危
機

管
理
対
策
機
構

　
長
瀬
貫
窿
理
事

参
加
費

　
無
料

申
・
問

　
商
工
振
興
課
商
工
振
興
班

内
線
3
2
4
1

入
札
参
加
資
格
審
査
追

加
受
け
付
け

柏
・
白
井
・
鎌
ケ
谷
環
境
衛
生
組
合

　
環
境
衛
生
組
合
が
発
注
す
る
建
設

工
事
・
測
量
等
・
物
品
等
の
平
成

23
・
24
年
度
登
録
の
競
争
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請
の
追
加
受
け
付
け
を

上
下
水
道
事
業
審
議
会

委
員
を
委
嘱

　
上
下
水
道
事
業
の
運
営
や
上
下
水

道
料
金
や
負
担
金
な
ど
を
調
査
・
審

議
す
る
上
下
水
道
事
業
審
議
会
委
員

を
12
月
20
日
に
委
嘱
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
平
成
25
年
12
月
19
日
ま
で

で
、
委
員
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

【
委
員
（
敬
称
略
）】

識
見
を
有
す
る
者

　
矢
野
富
子
、
處

要
、
志
村
善
明
、
新
井
守
（
印
旛
沼

下
水
道
事
務
所
長
）、倉
野
博
邦
（
印

旛
郡
市
広
域
水
道
企
業
部
長
）

受
益
者

　
野
水
俊
夫
、
山
﨑
一
之

住
民

　
野
崎
恒
昭
、
伊
藤
菜
穂
美
、

後
藤
里
美

　市では㈳千葉県能率協会と連携して「中小企業経営な
んでも相談」を毎月1回実施しています。相談は㈳千葉
県能率協会の公認会計士、中小企業診断士、経営士、マ
ネジメント・コンサルタントなど経営の専門家が受けま
す。
　「資金繰りが苦しい」「退職金制度を導入したい」「経
営を見直し、新分野を開拓したい」「IT化を図りたい」
など、経営に関して困っていることを相談してください。
相談内容の秘密は厳守します。起業に関する相談も対応
します。
日時　毎月第2火曜日　午後2時～ 5時
場所　公民センター
対象　市内の中小企業
相談料　無料
申・問　商工振興課商工振興班内線3241へ
※事前に申し込みをすると、相談内容に応じて専門の相
談員が対応します。

　印西地区環境整備事業組合では、次期中間処
理施設整備事業を進めるにあたり「講演会」と
「説明会」を実施します。
日時　29日㈰　午後1時～ 4時30分
場所　印西市文化ホール
対象　一般
講演会　ごみ処理施設の安全性と環境について
（仮題）
説明会　次期中間処理施設整備事業について
■問　印西クリーンセンター技術班☎0476（46）
2733・  0476（47）1765
※駐車場台数に限りがありますので、来場の際
は公共交通機関を利用してください。

も
う
す
ぐ
パ
パ
マ
マ
ク

ラ
ス
〜
平
日
コ
ー
ス
〜

　
出
産
や
育
児
に
つ
い
て
学
び
な
が

ら
、
マ
マ
友
達
づ
く
り
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
程
・
時
間
・
内
容

　
下
表
の
と
お

り※
5
課
（
2
月
28
日
）
の
赤
ち
ゃ
ん

同
窓
会
の
対
象
は
、
平
成
23
年
7
月

に
「
も
う
す
ぐ
パ
パ
マ
マ
ク
ラ
ス
」

に
参
加
し
た
人
で
す
。

　
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
午
後
2
時
30

分
ま
で
に
集
ま
っ
て
く
だ
さ
い
。

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
4
課
（
2
月
23
日
）
は
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
館
で
す
。

対
象

　
お
お
む
ね
妊
娠
6
カ
月
か
ら

9
カ
月
ま
で
の
妊
婦
と
そ
の
家
族

　

30
人
（
申
し
込
み
順
）

※
経
産
婦
も
参
加
で
き
ま
す
。

保
育

　
あ
り

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

持
ち
物

　
母
子
手
帳
、
筆
記
用
具
、

パ
パ
の
子
育
て
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

※
日
程
に
よ
り
エ
プ
ロ
ン
や
体
操
の

もうすぐパパママクラス（平日コース）日程表
課名 日程 時間 内容
１課 2月2日㈭ 13：30 ～ 16：00 妊娠中の生活・妊婦体操
２課 2月8日㈬ 10：00 ～ 13：00 妊娠期からの食生活（調理実習）
３課 2月13日㈪ 13：30 ～ 16：00 お産の経過、妊娠中の歯の保健
４課 2月23日㈭ 13：30 ～ 14：40 マタニティコンサート＋α

５課 2月28日㈫ 13：30 ～ 16：00
赤ちゃんのお風呂の入れ方、先
輩ママ＆赤ちゃんとの交流、赤
ちゃん同窓会（14：30 ～ 15：40）

※妊婦体験ジャケットの試着は、随時行います。

マ
タ
ニ
テ
ィ
＆
ベ
ビ
ー
サ

ロ
ン
・
い
っ
ぽ
い
っ
ぽ

　
妊
婦
さ
ん
と
生
後
6
カ
月
ま
で
の

赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
が
気
軽
に
立
ち
寄

れ
て
お
し
ゃ
べ
り
で
き
る
場
所
で
す
。

　
手
作
り
お
も
ち
ゃ
の
紹
介
や
親
子

遊
び
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

日
時

　
2
月
1
日
㈬

　
午
前
10
時
〜

正
午

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　
妊
婦
お
よ
び
生
後
6
カ
月
ま

で
の
親
子

問
　

健
康
課
母
子
保
健
班
☎
（
4
9

7
）
3
4
9
5

で
き
る
服
装
が
必
要
で
す
。

参
加
費

　
4
0
0
円
（
調
理
実
習
材

料
費
）

申
・
問

　
1
月
31
日
㈫
ま
で
に
電
話

ま
た
は
直
接
健
康
課
母
子
保
健
班
☎

（
4
9
7
）
3
4
9
5
へ

自分の体の声をきこう
　2011年を表す漢字は「絆」でしたね。「絆」とは「人
と人との断つことのできないつながり」「結びつき」
という意味です。人との絆をもう一度考えさせられた
年でしたが、私がもう一つ大切に感じているのは「自
分とのつながり」です。
　「自分とのつながり」とは、自分の気持ちや体調に
関心を持ち、大切に扱うということです。忙しい毎日
に追われ、自分の気持ちや体調をないがしろにしてし
まう人は意外と多いのではないでしょうか。「便秘と
下痢を繰り返している」「胸にしこりがある」けれど
も「大丈夫だろう」と自分に言い聞かせ、病院に行く
のを後回しにしてしまう。気になる症状がありながら
「次回の検診でチェックすればいい」と検診をちゃん
と利用する人が多くないのが現状です。本来検診は何
の症状もない健康な人が利用するものです。数カ月先
の検診を待たずに病院に行く方が、皆さんのためにな
るのではないかと思うのです。
　気になる症状がある場合は、病院に行きましょう。
きっと自分を知り、大切にしたことで充実感や安心感
が得られ、その気持ちの余裕が誰かを大切にする「絆」
を紡いでいくと思うのです。
■問　健康課保健予防班☎（497）3495

検 診 の 現 場 か ら　vol.10

印西クリーンセンター
講演会・説明会

中小企業経営なんでも相談

問
　

上
下
水
道
課
業
務
班

　
内
線
3

4
5
7

放
射
能
汚
染
対
策
協
議

会
委
員
を
委
嘱

　
放
射
能
対
策
に
関
す
る
市
の
施
策

な
ど
に
対
し
意
見
を
い
た
だ
く
た
め

の
放
射
能
汚
染
対
策
協
議
会
委
員
を

12
月
27
日
に
委
嘱
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
平
成
25
年
12
月
26
日
ま
で

で
、
委
員
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

【
委
員
（
敬
称
略
）】

　
土
屋
昭
彦
、
志
野
村
伸
子
、
日
吉

昭
博
、
嶋
本
賢
修
、
井
上
ま
す
み
、

風
間
一
郎
、
山
崎
伸
男

　
印
藤
嶠
、

梅
田
由
里
、
大
室
玲
子
、
成
田
秀
雄

問
　

環
境
課
放
射
線
対
策
室

　
内
線

3
2
8
7
・
8

木
造
住
宅
無
料
耐
震
相

談
会 

　
市
で
は
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
倒
壊
な
ど
の
危

険
性
が
高
い
一
般
建
築
物
（
木
造
住

宅
）
を
対
象
と
し
た
、
簡
易
な
耐
震

診
断
相
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
相
談
会
で
危
険
性
が
あ
る
と

判
断
さ
れ
た
場
合
、
一
定
の
条
件
を

満
た
す
と
市
の
補
助
制
度
を
活
用
し

て
耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
工
事
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時

　
1
月
27
日
㈮
、
2
月
24
日
㈮
、

3
月
30
日
㈮

　
午
前
10
時
〜

場
所

　
市
役
所
2
階
相
談
室

対
象

　
昭
和
56
年
以
前
に
建
築
さ
れ

た
木
造
住
宅

　
6
件
（
申
し
込
み
順
）

相
談
員

　
千
葉
県
建
築
士
事
務
所
協

会
会
員

相
談
料

　
無
料

申
・
問

　
開
催
日
の
4
日
前
ま
で
に
、

電
話
か
直
接
都
市
計
画
課
建
築
指
導

準
備
室

　
内
線
3
2
3
3
へ

中
小
企
業
の
た
め
の

B
C
P（
事
業
継
続
計
画
）

〜
今
こ
そ
本
気
で
取
り
組
む
時
、
大

震
災
に
学
ぶ
「
事
業
継
続
の
た
め
の

重
要
ポ
イ
ン
ト
」
〜

　
市
で
は
市
商
工
会
、
㈳
白
井
工
業

団
地
協
議
会
と
の
共
催
で
、
市
内
企

業
お
よ
び
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
専
門
家
を
招
い
て
講
演
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
未
曽
有
の
震
災
な
ど
が

発
生
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ

（
事
業
継
続
計
画
）
を
テ
ー
マ
と
し
、

大
地
震
な
ど
の
緊
急
事
態
に
お
い
て

事
業
中
断
を
最
短
に
と
ど
め
る
た
め

の
対
策
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

日
時

　
26
日
㈭

　
午
後
2
時
〜
5
時

場
所

　
文
化
会
館
中
ホ
ー
ル

対
象

　
一
般

　
60
人
（
申
し
込
み
順
）

※
席
に
余
裕
が
あ
る
場
合
は
当
日
参

加
も
受
け
付
け
ま
す
。

行
い
ま
す
。
要
項
は
環
境
衛
生
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

受
付
期
間

　
平
成
24
年
1
月
16
日
㈪

〜
20
日
㈮

有
効
期
間

　
平
成
24
年
4
月
1
日
㈰

〜
平
成
25
年
3
月
31
日
㈰

問
　

柏
・
白
井
・
鎌
ケ
谷
環
境
衛
生

組
合
総
務
課
財
政
係
☎
（
4
4
3
）

7
4
9
7
・

 h
ttp://w

w
w
.

k
ash

iw
a-sh

iroi-k
am

ag
ay

a
k
a
n
k
y
o
e
is
e
ik

u
m

ia
i.

or.jp

任期付短時間勤務職員を募集
～保育士～

　市では待機児童数の増加などに伴う一時的な保
育士不足を補うために、任期を定め、かつ短時間
勤務の保育士を募集します。
　給料を含む各種手当および勤務条件については
問い合わせてください。
任期　平成24年4月1日㈰～平成25年3月31日㈰
※最長3年まで更新する場合があります。
勤務時間　1週間の勤務時間が31時間以内
対象　保育士登録証を有する者　15人（書類審
査、面接）
勤務場所　市内各保育園
受付期間　1月16日㈪～ 2月17日㈮
■申・■問　所定の申込書（総務課、市ホームペー
ジにあります）に必要事項を記入の上、保育士登
録証の写しを添えて総務課人事班　内線3314へ

委嘱を受ける委員

委嘱状交付式

2012.1.153



健
康
に
欠
か
せ
な
い

カ
ル
シ
ウ
ム

　
人
は
骨
折
な
ど
を
し
な
い
限
り
、

骨
の
大
切
さ
や
有
り
難
味
を
感
じ

な
い
も
の
で
す
。
高
齢
者
の
骨
折

は
寝
た
き
り
状
態
を
招
き
や
す
く
、

自
立
し
た
生
活
の
維
持
を
妨
げ
て

し
ま
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
厚
生

労
働
省
の
国
民
栄
養
調
査
に
よ
る

と
日
本
人
は
カ
ル
シ
ウ
ム
が
不
足

し
て
い
る
と
発
表
し
て
お
り
、
カ

ル
シ
ウ
ム
が
不
足
す
る
と
骨
粗

し
ょ
う
症
の
病
状
を
招
き
や
す
い

と
日
本
大
学
薬
理
学
教
授
の
田
村

豊
幸
博
士
は
説
明
し
て
い
ま
す
。

魚
骨
微
粉
を
与
え
た
マ
ウ
ス
の
骨

は
弓
の
よ
う
に
曲
が
っ
て
も
折
れ

な
い
弾
力
が
あ
り
、
そ
う
で
な
い

マ
ウ
ス
は
容
易
に
折
れ
た
マ
ウ
ス

も
い
た
よ
う
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
カ
ル
シ
ウ
ム
は
丈

夫
な
骨
に
必
要
な
成
分
で
す
が
、

ほ
か
の
ミ
ネ
ラ
ル
や
ビ
タ
ミ
ン
も

必
要
で
す
。
高
齢
に
な
る
と
骨
の

密
度
が
少
し
づ
つ
減
少
し
、
骨
が

も
ろ
く
な
る
こ
と
で
骨
折
や
寝
た

き
り
状
態
と
な
ら
な
い
よ
う
に
意

識
し
て
食
事
を
す
る
よ
う
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

【
カ
ル
シ
ウ
ム
】

　
牛
乳
や
乳
製
品
と
と
も
に
勧
め

た
い
の
が
「
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
」「
小

松
菜
」「
カ
ラ
シ
菜
」
な
ど
の
色

の
濃
い
野
菜
で
す
。
こ
れ
ら
に
は

カ
ル
シ
ウ
ム
だ
け
で
な
く
ほ
か
の

ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
も
豊
富
に
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

【
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
】

　
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
は
カ
ル
シ
ウ
ム

と
同
様
に
骨
を
つ
く
る
役
割
を
し

ま
す
。
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
助

け
る
働
き
も
あ
り
、
カ
ル
シ
ウ
ム

と
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
を
バ
ラ
ン
ス
よ

く
と
る
こ
と
が
重
要
で
す
。「
魚

介
類
」「
肉
類
」「
ホ
ウ
レ
ン
草
」

「
バ
ナ
ナ
」「
ご
ま
」「
落
花
生
」

な
ど
は
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
を
多
く
含

み
ま
す
。

【
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
】

　
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
カ
ル
シ
ウ
ム
の

吸
収
を
助
け
、
体
内
の
カ
ル
シ
ウ

ム
量
を
保
ち
ま
す
。
食
品
か
ら
も

摂
取
で
き
ま
す
が
日
光
を
浴
び
る

こ
と
で
体
内
で
合
成
さ
れ
ま
す
。

「
魚
介
類
」「
干
し
シ
イ
タ
ケ
」「
キ

ク
ラ
ゲ
」
な
ど
は
ビ
タ
ミ
ン
D
を

多
く
含
み
ま
す
。

事
業
者
紹
介

　
認
知
症
の
要
介
護
者
を
対
象
と

し
た
施
設
で
す
。
少
人
数
で
共
同

生
活
を
し
な
が
ら
食
事
や
入
浴
、

排
泄
な
ど
日
常
生
活
の
支
援
や
機

能
訓
練
を
行
い
ま
す
。
定
員
は
9

人
で
市
内
在
住
者
が
対
象
で
す
。

　
天
気
の
良
い
日
は
毎
日
、
季
節

の
風
を
胸
で
強
く
受
け
な
が
ら
散

歩
を
し
、
身
体
の
機
能
低
下
を
予

防
し
て
い
ま
す
。
日
光
を
浴
び
て

い
る
成
果
な
の
か
、
骨
折
す
る
こ

と
な
く
、
現
在
ま
で
至
っ
て
い
ま

す
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
福
美
園
（
河
原

子
2
1
6
―
4
）
☎
（
4
9
8
）

3
6
1
1

高
齢
者
在
宅
介
護

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
10

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
福
美
園

　
成
年
後
見
制
度
と
は
認
知
症
や
知

的
障
害
、
精
神
障
害
な
ど
に
よ
っ
て

物
事
を
判
断
す
る
能
力
が
十
分
で
は

な
い
人
に
対
し
て
、
そ
の
人
の
権
利

を
守
る
援
助
者
を
決
め
、
財
産
管
理

や
生
活
の
見
守
り
な
ど
を
通
し
て
そ

の
人
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。

【
①
「
成
年
後
見
制
度
　
ど
ん
な
人

が
つ
か
う
と
い
い
の
？
事
例
か
ら
学

○
千
葉
建
設
労
働
組
合
鎌
ケ
谷
支
部

　
　
　
　
　
　
　
2
0
、0
0
0
円

　
市
の
社
会
福
祉
事
業
推
進
基
金
に

積
み
立
て
ら
れ
、
難
病
疾
患
患
者
、

心
身
障
害
者
、
高
齢
者
な
ど
へ
の
福

祉
事
業
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　
第
3
期
計
画
で
は
、
第
1
期
・
2

期
計
画
の
利
用
実
績
や
平
成
23
年
7

月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結

果
を
踏
ま
え
、
平
成
24
年
度
か
ら
26

市
障
害
福
祉
計
画
へ
ご
意
見
を

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
公
募
）

　

市
で
は
「
第
3
期
白
井
市
障
害
福
祉
計
画
」
を
策
定

し
て
お
り
、
そ
の
素
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
素
案
に
対
す
る
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

年
度
ま
で
の
3
カ
年
の
計
画
を
策
定

し
ま
す
。

　
計
画
素
案
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
・
図
書
館
・
各

セ
ン
タ
ー
・
社
会
福
祉
課
で
閲
覧
で

き
ま
す
。

　
い
た
だ
い
た
意
見
は
内
容
ご
と
に

整
理
し
、
こ
れ
に
対
す
る
市
の
考
え

方
と
と
も
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

公
表
し
ま
す
が
、
各
意
見
に
対
し
て

個
別
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

障
害
福
祉
計
画
と
は

　
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
計

画
で
あ
り
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
な
ど
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
人
数
や
利
用
日
数
な
ど
の
数
値
目

標
を
掲
げ
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

量
を
確
保
す
る
た
め
の
方
策
や
体
制

 市では身近な地域で障害者雇用（就労）が促
進されるよう、障害者雇用を先進的に取り組
んでいる企業から実際の成功例や失敗例を学
ぶ「障害者雇用促進講演会及び懇親会（働く
応援フェスタ）」を「障害者就業・生活支援セ
ンター　就職するなら明

めいろう

朗塾」と共催で、催
します。
　市内在住で障害のある人が就労訓練を受け
ている作業風景（事業所紹介）や福祉商品の
紹介なども行います。
　障害者雇用について理解を深めるにはこの
会に参加することが第一歩です。
日時　2月16日㈭　午後1時～ 3時
場所　保健福祉センター
対象　民間企業、個人事業主
講師　富国生命保険相互会社人事部長兼ダイ
バーシティー推進室長　昌宅由美子さん、社
会福祉法人生活クラブ風の村企画部ユニバー
サル就労支援室長　平田智子さん
参加費　無料
■申・■問　1月31日㈫までに障害者就業・生活
支援センター就職するなら明朗塾☎043（235）
7350・N043（235）7351へ

働く応援フェスタ
 in SHIROI

づ
く
り
を
整
え
、
サ
ー
ビ
ス
を
円
滑

に
実
施
す
る
た
め
に
策
定
す
る
計
画

で
す
。

期
限

　
1
月
31
日
㈫

対
象

　
市
内
在
住
者

申
・
問

　
各
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
設
置

し
て
あ
る
意
見
回
収
箱
に
投
函
す
る

か
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
で
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
☎

（
4
9
7
）
3
4
8
3
・
（
4
9
2
）

3
0
3
3
・

 sy
ak

ai-fu
k
u
sh

i@
city

.sh
iroi.ch

iba.jp

へ
　こども発達センターは「言葉が遅い」「落ち着きが
ない」など、成長や発達が心配な児童をサポートし
ています。
　必要に応じて、面接（予約制）や療育指導を行っ
ています。
【個別指導および相談】
　市内在住の児童（0歳～ 18歳）を対象に必要に応
じて心理発達相談員、言語聴覚士、作業療法士など
専門職員による個別指導および相談（予約制）を行っ
ています。
【グループ指導】
　0歳から就学前までの児童を対象に、発達の状態に
応じて少人数でのグループ指導を週に2回程度行っ
ています。

成
年
後
見
制
度
講
演
会

ぶ
」「
成
年
後
見
制
度
の
手
続
き
や

申
立
の
流
れ
、後
見
監
督
に
つ
い
て
」】

日
時

　
１
月
23
日
㈪

　
午
後
１
時
30

分
〜
午
後
3
時
45
分

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　
一
般

参
加
費

　
無
料

講
師

　
千
葉
県
社
会
福
祉
士
会

　
櫻

井
勉
社
会
福
祉
士
、
千
葉
家
庭
裁
判

こどもの成長で心配な事がある
保護者の皆さん

一度相談してください
～こども発達センター～

非常勤職員募集～言語聴覚士～

勤務期間　4月～
勤務日時　週2日　午前8時30分～午後5時15分
勤務場所　こども発達センター
対象　発達障害児の指導経験のある言語聴覚士　1
人
内容　個別指導および専門的相談
時給　2,200円（別途交通費あり）
■申・■問　事前に電話の上、履歴書に必要事項を記入
の上、言語聴覚士免許証の写しを添えて郵送または
直接こども発達センター☎（497）3489へ

所
佐
倉
支
部
主
任
書
記
官

【
②
「
成
年
後
見
制
度
の
役
割
を
知

る
　
親
族
と
し
て
　
市
民
と
し
て
」

「
白
井
市
の
成
年
後
見
制
度
に
関
す

る
相
談
支
援
に
つ
い
て
」】

日
時

　
2
月
4
日
㈯

　
午
前
10
時
〜

午
後
0
時
15
分

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　
一
般

参
加
費

　
無
料

講
師

　
千
葉
県
社
会
福
祉
士
会

　
鈴

木
勝
英
社
会
福
祉
士
、
白
井
市
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
社
会
福
祉
士

申
・
問

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
高
齢
者
福
祉
課
内
）
☎
（
4
9
7
）

3
4
7
4
・
FAX
（
4
9
8
）
4
8
3

2
へ

　東日本大震災により、住宅の一部が損壊した
世帯に「千葉県災害義援金」を配分していますが、
この申請期間が延長されました。
申請期間　1月16日㈪～ 2月29日㈬
対象　市内の被害を受けた家屋に住民登録があ
る世帯主（平成23年3月11日現在）
支給額　15,000円
【申請に必要なもの】
●千葉県災害義援金申込書（市役所、各センター、
市ホームページにあります）
●世帯主名義の金融機関口座の通帳などの写し
●被害が分かる写真または修理にかかる見積書
や請求書などの写し（り災証明書の交付を受け
ている人はその写し）
■申・■問　社会福祉課厚生班☎（497）3482へ

義援金申請期間の延長
～千葉県災害義援金～

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
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小
森
城
は
発
掘
調
査
が
行
わ
れ

て
お
ら
ず
、
築
城
に
つ
い
て
の
詳

細
な
時
期
や
内
容
は
不
明
で
す
が

立
地
や
規
模
、
構
造
か
ら
見
て
戦

国
期
以
前
の
手
賀
沼
の
水
運
に
関

係
し
た
人
物
の
館
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。

　
小
森
城
の
城
主
や
来
歴
に
つ
い

て
は
、
史
料
が
残
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
不
明
な
点
も
多
い
で
す
。

当
時
の
平
塚
地
区
は
「
印
西
庄
平

塚
郷
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

「
平
塚
郷
」
の
名
は
平
安
時
代
末

に
は
史
料
の
中
に
登
場
す
る
、
市

内
で
も
由
緒
の
あ
る
地
名
で
す
。

そ
の
領
主
は
不
明
な
時
期
も
あ
り

ま
す
が
鎌
倉
時
代
後
半
は
金
沢
氏

が
、
室
町
時
代
前
半
は
円
覚
寺
が

所
領
し
、
そ
の
後
千
葉
氏
の
支
配

下
へ
と
移
り
、
戦
国
期
に
は
千
葉

氏
か
ら
分
離
し
た
臼
井
原
氏
の
支

配
下
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
時
平
塚

と
同
じ
印
西
庄
に
属
し
て
い
た
印

西
市
岩
戸
の
高
田
山
城
が
、
小
森

城
と
類
似
す
る
構
造
を
持
つ
こ
と

で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
　

文
化
課
文
化
班
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
3

日
本
年
金
機
構
研
修
セ
ン

タ
ー
運
動
施
設
開
放
日

　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

開
放
し
ま
す
が
、
体
育
館
は
厚
生
労

働
省
年
金
局
の
行
政
目
的
で
利
用
さ

れ
る
た
め
、
開
放
を
当
分
の
間
中
止

し
ま
す
。

日
時

　
2
月
4
日
㈯
・
5
日
㈰
・
11

日
㈷
・
12
日
㈰
・
18
日
㈯
・
19
日
㈰
・

25
日
㈯
・
26
日
㈰

　
午
前
9
時
〜
午

後
5
時

対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

（
申
し
込
み
順
）

※
未
成
年
者
の
利
用
に
は
必
ず
成
人

が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
料
金

　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
6
0
0

円
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
2
、
9
2
0
円

（
各
2
時
間
単
位
）

申
・
問

　
1
月
25
日
㈬
ま
で
に
申
請

書
（
生
涯
学
習
課
に
あ
り
ま
す
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
直
接
生
涯

学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

　
内
線
3

4
3
6
へ

※
初
め
て
申
請
す
る
場
合
は
利
用
者

登
録
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

文化財防火デー・防災訓練
　昭和24年1月26日は日本を代表する文化遺産である「法隆寺の
金堂壁画」が焼失した日です。
　国はこのような悲しい事件の再発防止を目的に毎年1月26日を
「文化財防火デー」と定め、文化財を災害から守る運動を全国各
地で展開しています。
　市でも先人が残した貴重な文化遺産を市民との協働で守ってい
くため、今年は県指定文化財「小金原のしし狩り資料」を対象に、
消防署や消防団と協力して防災訓練を実施します。
　訓練の様子は見学することができます。
日時　28日㈯　午前10時～（荒天中止）
場所　根1831（白井幼稚園隣）
※駐車場はありません。
■問　文化課☎（492）1123

平
塚
の
小
森
城

　
市
内
に
は
現
在
5
件
の
城
館
跡

が
遺
跡
登
録
さ
れ
、
中
で
も
平
塚

地
区
に
あ
る
小
森
城
は
遺
構
が
良

好
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
般
的
に
「
城
」
と
い
う
と
水

堀
や
石
垣
、
天
守
閣
を
持
つ
イ
メ

ー
ジ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

下
総
地
域
の
「
城
」
の
ほ
と
ん
ど

は
台
地
の
先
端
な
ど
自
然
地
形
の

高
低
差
を
利
用
し
て
作
ら
れ
、
台

地
を
掘
削
し
て
水
を
入
れ
な
い
空

堀
を
巡
ら
せ
、
土
塁
と
呼
ば
れ
る

土
を
積
ん
だ
堤
を
築
い
て
防
御
を

固
め
ま
す
。
建
物
は
平
屋
の
も
の

が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
小
森
城
は
白
井
第
二
工
業
団
地

の
旧
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
北
東
に

位
置
し
、
西
側
に
は
谷
津
が
入
り

ま
す
。
北
側
は
急
斜
面
と
な
っ
て

お
り
、
か
つ
て
は
手
賀
沼
が
間
近

に
迫
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

標
高
22
㍍
の
台
地
上
の
平
坦
面
に

は
、
城
館
跡
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

北
西
側
の
方
形
部
分
が
主
郭
部
で
、

高
さ
最
大
2
㍍
の
土
塁
が
四
方
を

囲
み
ま
す
。
土
塁
の
南
側
お
よ
び

東
側
に
は
現
状
で
深
さ
1
㍍
程
の

空
堀
を
巡
ら
せ
て
い
ま
す
。
南
側

の
土
塁
で
幅
2
㍍
程
開
口
し
た
部

分
は
「
虎
口
」
と
呼
ば
れ
る
城
館

の
出
入
り
口
部
分
で
、
堀
も
幅
1

㍍
程
で
掘
り
残
す
土
橋
と
な
っ
て

い
ま
す
。
主
郭
の
南
東
外
側
に
は

方
形
に
土
塁
と
堀
が
巡
る
外
郭
が

あ
り
、
外
郭
の
南
西
側
は
工
業
団

地
の
造
成
の
際
に
掘
削
さ
れ
て
い

ま
す
。

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

 

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
小森城跡

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

小金原のしし狩り資料

　家庭教育とは親や地域の人などが子どもに対して行う教育のことをい
い、全ての教育の出発点となるものです。
　家庭は子どもの心のよりどころとなるものであり、子どもが生きてい
く上で必要な言葉使いや生活習慣、コミュニケーションなどの能力を身
につけるための援助を親が行うところです。
　市では就学前検診時や家庭教育に興味のある人を対象に実施する家庭
教育講座や、市内小・中学校に通学する子の保護者向けに年数回発行す
る家庭教育通信などで、保護者が子へ家庭で行う家庭教育の大切さをお
知らせしています。
　文部科学省では3種の家庭教育手帳「ドキドキ子育て（乳幼児編）」「ワ
クワク子育て（小学生＜低学年～中学年＞編）」「イキイキ子育て（小学
生＜高学年＞～中学生編）」を発行しており、文部科学省ホームページで
も閲覧することができます。
　市では12月上旬に、家庭教育通信配布対象者へCD―ROM「白井市家
庭教育資料」を配布しました。CD―ROM「白井市家庭教育資料」の内
容を印刷したものを図書館で閲覧することもできますので、それぞれの
家庭での家庭教育に役立ててください。
　CD―ROMの内容は次のとおりです。
●平成22年家庭教育手帳「ドキドキ子育て（乳幼児編）」・「ワクワク子育
て（小学生＜低学年～中学年＞編）」・「イキイキ子育て（小学生＜高学年
～中学生＞編）」
●小学校から発信する家庭教育支援資料
●中学校から発信する家庭教育支援資料
●白井市家庭教育通信（Vol.1 ～ 23）
※バックナンバーの配布を希望する人は問い合わせてください。
●どこに相談したらよいかわからない場合…（家庭教育や子育てに関す
る悩みや不安などを相談することができる機関の連絡先一覧）
■問　生涯学習課社会教育班　内線3431 ～ 3

～親子の信頼関係を深めるコミュニケーション～

家 庭 教 育

主郭
外郭

配布したCD―ROMと家庭教育資料・家庭教育手帳（表紙のみ）

家庭教育通信

2012.1.155



みんなで来てね　センターフェスティバル

桜台センターフェスティバル日程表
内容 日程 プログラム（開催時間）

展示 28日㈯・29日㈰
絵画、洋裁、NPOしろい環境塾活動報告・桜
台センター事業報告（終日）

発表・体験

28日㈯

シニア体力アップ（午前9時30分～）、千羽鶴
づくり（午前10時～）、合気道演武（午前11時
～）、ジャズダンス（午後0時30分～）、空手演
武（午後1時～）、和太鼓演奏（午後2時～）

29日㈰

太極拳演舞（午前10時30分～）、親子ダンス
（午前11時～）、三味線演奏（午前11時30分～）、
チアダンス　HIPHOP（正午～）、盛岡さんさ
踊り（午後1時～）、空手演武（午後2時～）

28日㈯・29日㈰
健康相談（午前9時30分～）、シュシュ作り（午
前9時30分～）
※「シュシュ作り」は有料です。

模擬店・販売

28日㈯ 文房具など

28日㈯・29日㈰
模擬店（焼きそば、たこ焼き、焼き鳥、赤飯、
黒米大福、桜もち、パン、野菜、草もち、団子、
焼き菓子、竹炭、竹細工、竹酢液、お弁当など）

児童館

28日㈯

グラウンドゴルフ（午前9時30分～、午後1時
30分～）、スーパーボールつかみ（午前9時30
分～）、おめん作り（午前9時30分～）、おはな
し会（午前11時～）、囲碁・将棋（午後1時～）
※「スーパーボールつかみ」は有料です。

29日㈰

じゃんけん（午前9時30分～）、菓子のつかみ
取り（午前9時30分～）、くじ引き（午前9時30
分～）、チャレンジタイム（午前9時30分～）
※「チャレンジタイム」を除いて全て有料です。

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

コミセンフェスタ日程表
内容 プログラム（開催時間）

展示
絵画、陶芸、写真、エコクラフト製品、変わり帯結び・白
井コミュニティセンター利用団体活動報告（終日）

発表・体験

民謡（午前10時～）、詩吟・舞踊（午前11時～）、帯結び
（午前11時～、午後2時～）、自彊〔きょう〕術体操（午後0
時30分～）、講演「5歳脳が若返る」（午後1時～）、パドル
体操（午後1時30分～）、太極拳（午後2時30分～）、エコク
ラフト（終日）、枕カバー作り・アイロンプリント（終日）

模擬店・販売

豚汁・焼きマシュマロ・スライム・今川焼・たこ焼き・新
鮮野菜・ドーナツ・飲み物・花布巾・ティッシュカバー・キー
ホルダー・福祉作業所製品・きら梨弁当・米粉麺料理・ドー
ナツ・陶芸作品（終日）、白井の冬野菜カレー（午前11時～）、
自然薯メニュー（正午～）、梨フローズンヨーグルトの試食、
スタンプラリー（午後1時～）

児童館
りんごの木作り・ぶんぶんごまやプラ板での工作あそび（午
前10時～）、ゲームコーナー（午後1時～）

◆注意事項
●来場する際は上履きと下足袋を持参してください
●各センターで用意する来場者用駐車場は駐車台数に限りがある
ため徒歩や自転車、車の乗り合わせなどで来場してください
※駐車場が用意できないセンターもありますので、詳しくは問い
合わせてください　
●プログラムの開催時間や内容は、都合により予告なく変更する
場合があります
●食べ物などの販売や無料配布は、なくなり次第終了します

　サークルによる1年間の学習成果の発表、展示、販売や子どもたちが楽
しめる体験コーナーなど、地域の皆さんと交流できる祭りを各センター
で行います。昨年6月に開所した白井コミュニティセンターでは、初めて
のセンターフェスティバルとなります。
　桜台センターと白井コミュニティセンターで開催するセンターフェス
ティバルの日時などは次のとおりです。

桜   桜台センターフェスティバル
日時　1月28日㈯・29日㈰　午前9時30分～午後3時30分
内容・日程・プログラム（開催時間）　下表のとおり
※臨時駐車場を桜台小・中学校に用意します。

コ   コミセンフェスタ
日時　2月4日㈯　午前9時30分～午後4時
内容・プログラム（開催時間）　下右表のとおり
※西白井複合センター・白井駅前センター・公民センター・冨士センター
実施分の詳細は、決まり次第お知らせします。

◆
だ
れ
で
も
で
き
る
!
ら
く
ら
く
介

護
講
座

　
介
護
に
つ
い
て
す
ぐ
に
役
立
つ
情

報
を
、
実
技
を
交
え
な
が
ら
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

※
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
座
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

日
程
・
場
所

　
1
月
20
日
㈮
・
大
山

口
2
丁
目
住
宅
管
理
組
合
集
会
所

（
大
山
口
） 

、
1
月
21
日
㈯
・
大
山

口
1
丁
目
集
会
所
（
大
山
口
） 

、
1

月
22
日
㈰
・
大
松
自
治
会
集
会
所

（
大
松
）  

、
1
月
24
日
㈫
・
冨
士
栄

会
館
（
冨
士
）  

、
1
月
25
日
㈬
・
富

塚
鳥
見
会
館
（
富
塚
） 

、
1
月
26
日

㈭
・
堀
込
3
丁
目
住
宅
管
理
組
合
集

会
所
（
堀
込
）  

、
1
月
29
日
㈰
・
清

水
口
3
丁
目
自
治
会
集
会
所
（
清
水

口
）  

、
1
月
31
日
㈫
・
神
々
廻
会
館

（
神
々
廻
） 

、
2
月
2
日
㈭
・
桜
台

セ
ン
タ
ー

　
時
間

　
午
前
9
時
30
分

〜
午
後
0
時
30
分
、
午
後
1
時
〜
3

時
　
対
象

　
一
般

　
20
人
（
先
着
順
）

保
育

　
あ
り

※
保
育
を
希
望
す
る
場
合
は
事
前
に

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

受
講
料

　
無
料

申
・
問

　
保
育
を
希
望
す
る
人
は
参

加
希
望
日
の
1
週
間
前
ま
で
に
住
所
、

氏
名
、
子
の
年
齢
、
電
話
番
号
を
電

話
か
E
メ
ー
ル
で
N
P
O
法
人
コ
ラ

ボ
し
ろ
い

　
細
川
☎
（
4
9
8
）
4

0
3
1
・

 office@
collabo-s

h
iroi.org

へ

◆
講
演
会
「
絵
本
で
平
和
を
伝
え
る

と
い
う
こ
と
〜
中
国
・
韓
国
の
絵
本

作
家
と
心
を
重
ね
て
〜
」

　
日
本
・
中
国
・
韓
国
の
絵
本
作
家

た
ち
が
企
画
し
て
出
版
し
た
平
和
絵

本
シ
リ
ー
ズ
第
1
作
「
へ
い
わ
っ
て

ど
ん
な
こ
と
?
」
の
作
者
で
あ
る
、

児
童
文
学
者
の
浜
田
桂
子
さ
ん
に
よ

る
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

日
時

　
21
日
㈯

　
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分

　
場
所

　
印
西
市
中
央
駅

南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
サ
ザ

ン
プ
ラ
ザ
）　  

対
象

　
一
般

　
入
場

料
　

無
料

問
　

中
村
☎
0
4
7
6
（
4
6
）
1

6
2
4

◆
青
空
保
育
「
つ
く
し
ん
ぼ
」
体
験
会

　 

「
つ
く
し
ん
ぼ
」
は
千
葉
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
の
自
然
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し

て
、
親
子
で
光
と
風
と
土
を
感
じ
な

が
ら
活
動
す
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。

日
時

　
24
日
㈫

　
午
前
10
時
〜
午
後

0
時
30
分

　
集
合
場
所

　
印
西
市
草そ

う

深ふ
け

の
森
駐
車
場

　
対
象

　
平
成
24
年

4
月
1
日
現
在
で
3
歳
の
子
と
そ
の

保
護
者

　
10
組
（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

※
対
象
年
齢
に
達
し
て
い
な
く
て
も

相
談
に
応
じ
ま
す
。

持
ち
物

　
白
飯
、
水
筒
、
シ
ー
ト
、

着
替
え

　
参
加
費

　
5
0
0
円

申
・
問

　
20
日
㈮
ま
で
に
住
所
、
氏

名
、
子
ど
も
の
生
年
月
日
、
電
話
番

号
、
あ
れ
ば
フ
ァ
ク
ス
番
号
を
記
入

の
上
、
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
宇
羽
野

☎
・

（
4
9
7
）
2
0
0
8
へ

◆
餅
つ
き
体
験

　
で
き
た
て
の
餅
を
食
べ
な
が
ら
、

中
学
生
か
ら
大
学
生
ま
で
の
年
長
者

と
一
緒
に
野
外
で
の
ゲ
ー
ム
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
29
日
㈰

　
午
前
10
時
〜

　
場

所
　

県
立
北
総
花
の
丘
公
園
（
印
西

市
）　  

対
象

　
3
歳
か
ら
小
学
4
年

生
ま
で
の
子
と
そ
の
保
護
者

　
持
ち

物
　

椀
、
箸
、
コ
ッ
プ
、
水
を
入
れ

た
水
筒

　
参
加
費

　
無
料

申
・
問

　
23
日
㈪
ま
で
に
電
話
で
ボ

ー
イ
ス
カ
ウ
ト
印
西
白
井
第
1
団

東
條
☎
（
4
9
1
）
4
3
5
4
へ

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

　
事
前
予
約
の
必
要
な
く
、
弁
護
士

や
社
会
保
険
労
務
士
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

　
28
日
㈯

　
午
後
1
時
〜
4
時

場
所

　
成
田
市
中
央
公
民
館

　
対
象

イ

ベ

ン

ト

①

一
般

　
相
談
料

　
無
料

問
　

千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

◆
ラ
ク
テ
ィ
ナ
ク
ラ
ブ
母
乳
育
児
支

援
講
座
「
ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
の
母

乳
育
児
」

　
働
く
マ
マ
の
た
め
に
、
母
乳
育
児

の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
の
講
座
を
開

催
し
ま
す
。
母
乳
育
児
全
般
に
つ
い

て
の
質
問
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
の

で
、
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

　
2
月
1
日
㈬

　
午
前
10
時
30

分
〜
正
午

　
場
所

　
イ
オ
ン
モ
ー
ル

千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
3
階
イ
オ
ン
ホ

ー
ル
（
印
西
市
）　  

対
象

　
妊
婦
、

育
児
中
の
母
親
や
そ
の
家
族

　
講
師

中
澤
淳
子
助
産
師
ほ
か

　
参
加
費

　

無
料

問
　

安
藤
☎
0
4
7
6
（
4
7
）
0

5
1
6

◆
平
成
23
年
度
㈶
印
旛
沼
環
境
基
金

助
成
事
業
成
果
報
告
会

　
㈶
印
旛
沼
環
境
基
金
か
ら
助
成
を

受
け
、
印
旛
沼
と
そ
の
流
域
の
水
質

浄
化
や
環
境
保
全
の
た
め
の
活
動
を

し
た
中
学
、
高
校
、
大
学
、
一
般
団

体
の
活
動
成
果
報
告
会
を
行
い
ま
す
。

日
時

　
2
月
3
日
㈮

　
午
前
9
時
30

分
〜
午
後
2
時
10
分
（
受
け
付
け

午
前
9
時
10
分
〜
）　  

場
所

　
県
印

旛
合
同
庁
舎
（
佐
倉
市
）

問
　

㈶
印
旛
沼
環
境
基
金
☎
0
4
3

（
4
8
5
）
0
3
9
7

◆
み
る
く

　
サ
ロ
ン
・
ド
・
ラ
ミ
チ
ェ
で
は
乳

幼
児
と
そ
の
保
護
者
が
親
子
で
遊
ん

だ
後
に
、
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
で
ケ
ー
キ

を
食
べ
な
が
ら
語
り
合
う
こ
と
が
で

き
る
地
域
の
交
流
の
場
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

日
時

　
2
月
3
日
㈮

　
午
前
11
時
〜

午
後
1
時

　
場
所

　
冨
士
セ
ン
タ
ー

対
象

　
冨
士
地
区
在
住
の
一
般
（
自

由
参
加
）　  

ケ
ー
キ
代

　
1
0
0
円

問
　

サ
ロ
ン
・
ド
・
ラ
ミ
チ
ェ
☎

（
4
4
6
）
2
6
0
0

コミセンマスコットキャラクター
「コミン」（左）と「せん太」

白井コミュニティセンター

桜台センターフェスティバルの昨年の様子

（上：親子ビクス、下：千葉ニュータウン・

フィルハーモニー・オーケストラ演奏会）
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セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

高

齢

者

　「センターだより」のタイトルの上にある複など
は、下記の申し込み・問い合わせ先を示しています。
複西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター（日曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シシルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内☎（492）5713
ボボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内☎（492）5716
市市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施している児童館事業などは掲載して
いないものもありますので、児童館だより（各セン
ターにあります）や市ホームページで確認してくだ
さい。

社  
交
通
遺
児
に
見
舞
金

な
ど
が
支
給
さ
れ
ま
す

　
陸
上
の
交
通
事
故
で
親
を
失
っ
た

子
や
そ
の
家
族
に
対
し
て
、
千
葉
県

社
会
福
祉
協
議
会
交
通
遺
児
援
護
基

金
か
ら
見
舞
金
な
ど
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
見
舞
金
な
ど
は
地
域
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
が
持
参
し
ま
す
。

　
1
度
支
給
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る

人
が
別
の
激
励
金
な
ど
の
支
給
を
受

け
る
場
合
は
、
再
度
申
し
込
み
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

【
見
舞
金
】

対
象

　
18
歳
未
満
で
遺
児
と
な
っ
た

日
か
ら
1
年
以
内
の
子
が
い
る
世
帯

支
給
額

　
1
世
帯
10
万
円
（
遺
児
が

2
人
以
上
い
る
世
帯
に
つ
い
て
は
、

2
人
目
か
ら
5
万
円
を
加
算
）

【
勉
学
奨
励
金
】

対
象

　
平
成
24
年
4
月
に
小
・
中
学

校
に
入
学
す
る
遺
児

支
給
額
な
ど

　
2
万
円
と
図
書
カ
ー

ド
1
万
円
分

【
激
励
金
】

対
象

　
平
成
24
年
3
月
に
中
学
校
を

卒
業
す
る
遺
児

支
給
額
な
ど

　
5
万
円
と
図
書
カ
ー

ド
1
万
円
分

申
　

31
日
㈫
ま
で
に
電
話
で
社
会
福

祉
協
議
会
へ

複  

映
画
上
映
会

　
オ
ー
ソ
ン
・
ウ
ェ
ル
ズ
主
演
の
ア

メ
リ
カ
映
画
「
市
民
ケ
ー
ン
」（
字
幕
）

を
上
映
し
ま
す
。

日
時

　
2
月
3
日
㈮

　
午
後
1
時
〜

3
時

対
象

　
一
般

　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費

　
無
料

申
　

2
月
2
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

冨  

簡
単
そ
ば
う
ち
教
室

　
初
心
者
で
も
簡
単
に
お
い
し
い
手

打
ち
そ
ば
が
作
れ
ま
す
の
で
、
興
味

の
あ
る
人
は
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

　
2
月
12
日
㈰

　
午
前
9
時
30

分
〜
午
後
1
時
30
分

対
象

　
市
内
在
住
者

　
20
人
（
申
し

込
み
順
）

講
師

　
健
康
文
化
都
市
夢
ふ
れ
愛
サ

ー
ク
ル

持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

拭
き
、
布
巾
1
枚
、
筆
記
用
具

参
加
費

　
6
0
0
円
（
材
料
費
）

趣
味
・
教
養
・
学
習

冨  

親
子
で
あ
そ
ぼ
う
&

い
ち
ご
ク
ラ
ブ

　
セ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
作

品
を
作
り
、
そ
の
後
は
み
ん
な
で
テ

ィ
ー
タ
イ
ム
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
　

2
月
8
日
㈬

　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象

　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

　
40

組
（
申
し
込
み
順
）

申
　

2
月
7
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直

接
冨
士
セ
ン
タ
ー
へ

公  

親
子
で
楽
し
く
あ
そ

び
ま
し
ょ
う

　
紙
ね
ん
ど
で
遊
び
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
2
月
7
日
㈫

　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象

　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

　
20

福  

生
き
が
い
支
援
事
業

①
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会

日
時

　
1
月
30
日
㈪

　
午
後
0
時
30

分
〜
3
時

対
象

　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上

　
30
人

参
加
費

　
無
料

②
ネ
ク
タ
イ
ネ
ッ
ク
レ
ス
講
座

　
ネ
ク
タ
イ
を
使
っ
て
ネ
ッ
ク
レ
ス

を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
2
月
14
日
・
21
日
（
各
火
曜

日
、
全
2
日
間
）　  

午
後
1
時
〜
3

時対
象

　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上

　
20
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

申
　

1
月
31
日
㈫
ま
で
に
参
加
費
持

参
の
上
、
直
接
冨
士
セ
ン
タ
ー
へ

福  

節
分
ま
つ
り

　
豆
ま
き
や
ゲ
ー
ム
、
菓
子
の
販
売

を
行
い
ま
す
。

日
時

　
2
月
3
日
㈮

　
午
前
11
時
〜

午
後
2
時

は
抽
選
）

持
ち
物

　
ネ
ク
タ
イ
1
本
、
裁
縫
道

具参
加
費

　
3
0
0
円

申
　

①
は
1
月
28
日
㈯
、
②
は
1
月

30
日
㈪
ま
で
に
電
話
か
直
接
福
祉
セ

ン
タ
ー
へ

福  

楽
し
く
作
る
陶
芸
講
座

　
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
茶
碗
と
、
湯
飲
み

か
マ
グ
カ
ッ
プ
を
作
り
ま
す
。

日
時

　
2
月
15
日
・
22
日
・
29
日
、

3
月
14
日
、
21
日
（
各
水
曜
日
、
全

5
回
）　  

午
後
1
時
〜
3
時
15
分

対
象

　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上

　
10
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
） 

持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
い
、
ハ

ン
ド
タ
オ
ル

参
加
費

　
1
、
0
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　

2
月
7
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

募
集
・
伝
言
板

◆
ち
ば
県
民
共
生
セ
ン
タ
ー
東
葛
飾

セ
ン
タ
ー

①
講
演
会
「
東
日
本
大
震
災
と
復
興

で
見
え
て
き
た
こ
と
」

日
時

　
2
月
11
日
㈷

　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時

　
場
所

　
さ
わ
や
か
ち
ば

県
民
プ
ラ
ザ
（
柏
市
）　  

対
象

　
一

般
　

70
人
（
先
着
順
）　  

講
師

　
全

国
地
域
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会

　
浅

野
幸
子
さ
ん

　
保
育

　
あ
り
（
要
事

前
申
し
込
み
）　  

参
加
費

　
無
料

②
女
性
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
講
座
〜
も
っ
と
輝
き
た
い
貴
方

の
た
め
に
〜

　
自
分
も
相
手
も
大
切
に
す
る
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

日
時

　
2
月
18
日
・
25
日
（
各
土
曜

日
、
全
2
日
間
）　  

午
後
1
時
30
分

〜
4
時
30
分

　
場
所

　
さ
わ
や
か
ち

ば
県
民
プ
ラ
ザ
（
柏
市
）　  

対
象

　

全
日
程
参
加
で
き
る
女
性

　
30
人

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

講
師

　
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
ジ
ャ
パ
ン

　

田
中
雅
子
さ
ん

　
参
加
費

　
無
料

申
・
問

　
①
の
保
育
は
1
月
31
日
㈫
、

②
は
2
月
3
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
ち

ば
県
民
共
生
セ
ン
タ
ー
東
葛
飾
セ
ン

タ
ー
☎
0
4
（
7
1
4
0
）
8
6
0

2
へ

◆
初
心
者
も
楽
し
め
る
パ
ソ
コ
ン
教

室
「
ラ
ベ
ル
な
ど
を
作
る
」

日
時

　
2
月
16
日
㈭

　
午
前
9
時
30

分
〜
正
午
（
受
け
付
け

　
午
前
9
時

〜
）　  

場
所

　
県
立
手
賀
の
丘
少
年

自
然
の
家
（
柏
市
）　  

対
象

　
高
校

生
以
上

　
12
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費

　
無
料

申
・
問

　
1
月
17
日
㈫
か
ら
電
話
で

県
立
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の
家
☎
0

4
（
7
1
9
1
）
1
9
2
3
へ

◆
大
人
の
た
め
の
朗
読
会

　
寒
さ
の
中
に
も
時
折
春
の
兆
し
が

感
じ
ら
れ
る
こ
の
頃
、
朗
読
の
世
界

で
ほ
っ
と
一
息
つ
き
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
2
月
3
日
㈮

　
午
後
1
時
30

分
〜

　
場
所

　
図
書
館
2
階
研
修
室

入
場
料

　
無
料

問
　

朗
読
の
会
「
も
え
ぎ
」　  

佐
藤

☎
（
4
9
2
）
6
2
2
4

◆
白
井
市
あ
そ
ば
ね
会
「
ボ
ニ
ー
ジ

ャ
ッ
ク
ス
&
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
『
愛
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
』  

」

　
あ
そ
ば
ね
会
で
毎
年
交
流
し
て
い

る
福
島
県
伊
達
市
の
子
ど
も
た
ち
が

1
人
で
も
多
く
元
気
に
学
校
へ
行
け

る
よ
う
に
、
そ
し
て
今
年
の
夏
休
み

は
白
井
市
で
子
ど
も
た
ち
と
元
気
に

遊
べ
る
よ
う
に
と
い
う
願
い
を
込
め

た
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

　
2
月
17
日
㈮

　
午
後
5
時
30

分
〜
（
開
場

　
午
後
5
時
）　  

場
所

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

　
入
場
料

　
2
、

0
0
0
円
（
全
席
自
由
）

◆
時
事
英
語
研
究
会

　
も
っ
と
英
語
に
親
し
ん
だ
り
い
ろ

い
ろ
英
語
で
話
し
て
み
た
い
人
、
せ

っ
か
く
身
に
付
け
た
英
語
力
を
キ
ー

プ
し
た
い
人
や
、
日
本
や
世
界
の
ニ

ュ
ー
ス
に
つ
い
て
み
ん
な
で
討
論
し

た
い
人
は
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
毎
月
第
2  

・
4
土
曜
日

　
午

後
2
時
〜
5
時

　
場
所

　
西
白
井
複

合
セ
ン
タ
ー

　
年
会
費

　
5
0
0
円

※
入
会
金
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

問
　

松
木
☎
（
4
9
2
）
7
2
4
4

◆
親
子
プ
リ
キ
ッ
ズ
A
B
C
無
料
体
験

　
ユ
ニ
ー
ク
で
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り

な
ア
メ
リ
カ
人
講
師
の
も
と
で
、
親

子
で
楽
し
く
体
を
動
か
し
な
が
ら
歌

や
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
毎
月
第
2
・
4
水
曜
日

　
午

前
11
時
〜
正
午
、
毎
月
第
2
・
4
金

曜
日

　
午
前
10
時
〜
11
時

　
場
所

　

桜
台
セ
ン
タ
ー

　
対
象

　
1
歳
か
ら

3
歳
ま
で
の
子
と
そ
の
保
護
者

　
月

会
費

　
2
、
5
0
0
円

問
　

森
☎
0
9
0
（
4
3
6
4
）
3

9
3
5

イ

ベ

ン

ト

②

コ   笑って元気～やり直しのき
く人生～口演会
　全国で「口演」活
動を行う矢野大和さ
んが、まちづくりや
人生についての楽し
い話をします。
日時　2月13日㈪　午
後1時30分～ 3時30分
対象　市内一般　100人　（申し込み順）
講師　NPO法人全国生涯学習まちづくり
協会　矢野大和理事
参加費　無料
■申　本日午前9時から2月5日㈰正午まで
に電話、Eメールか直接白井コミュニティ
センター  mail@shiroi-com10.comへ

公  

作
っ
て
み
よ
う

　 

「
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
」
で
遊
ぼ
う
。

日
時

　
2
月
4
日
㈯

　
午
前
10
時
〜

正
午

対
象

　
小
学
生
以
上

　
20
人
（
申
し

込
み
順
）

参
加
費

　
3
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　

1
月
25
日
㈬
ま
で
に
参
加
費
持

参
の
上
、
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

駅  

将
棋
教
室

日
時

　
2
月
4
日
㈯

　
午
前
10
時
〜

正
午

対
象

　
小
学
生
以
上

　
10
人
（
申
し

込
み
順
）

申
　

2
月
3
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

複  

キ
ッ
ズ
ク
ッ
キ
ン
グ

　
バ
レ
ン
タ
イ
ン
用
の
菓
子
を
楽
し

く
作
ろ
う
。

日
時

　
2
月
4
日
㈯

　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分

対
象

　
小
学
生

　
16
人
（
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費

　
3
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　

1
月
22
日
㈰
ま
で
に
参
加
費
持

参
の
上
、
直
接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ

ー
へ白  

初
め
て
の
チ
ョ
コ
作
り

　
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
使
っ
た
菓
子
を

作
ろ
う
。

日
時

　
2
月
12
日
㈰

　
午
前
10
時
〜

午
後
1
時

対
象

　
小
学
生
以
上

　
10
人
（
申
し

込
み
順
）

持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
布

巾
、
上
履
き
、
ゴ
ム
ベ
ラ
、
直
径
約

18
㌢
㍍
の
ボ
ウ
ル

参
加
費

　
3
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　

1
月
22
日
㈰
ま
で
に
参
加
費
持

参
の
上
、
直
接
白
井
児
童
館
へ

問
　

実
行
委
員
会

　
黛
☎
（
4
9
2
）

1
3
9
1

◆
緑
の
教
室
「
春
の
訪
れ
を
告
げ
る

寄
せ
植
え
〜
春
を
待
ち
わ
び
て
〜
」

　
か
わ
い
い
芽
出
し
の
球
根
と
春
を

告
げ
る
草
花
の
寄
せ
植
え
を
作
り
ま

し
ょ
う
。
気
に
入
っ
て
い
る
鉢
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

　
2
月
25
日
㈯

　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分

　
場
所

　
県
立
北
総

花
の
丘
公
園
（
印
西
市
）　  

対
象

一
般

　
20
人
（
申
し
込
み
順
）　  

参

加
費

　
2
、
0
0
0
円

※
鉢
を
持
っ
て
い
な
い
人
は
別
途
料

金
が
掛
か
り
ま
す
。

申
・
問

　
1
月
25
日
㈬
午
前
9
時
か

ら
電
話
か
直
接
県
立
北
総
花
の
丘
公

園
☎
0
4
7
6
（
4
7
）
4
0
3
1

へ

子

育

て

子

ど

も

組
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費

　
1
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　

2
月
3
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

2012.1.157
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2012.1.15 8み ん な の ひ ろ ば

　12月3日に袖ヶ浦市臨海ス
ポーツセンターで「2011千葉県
スポ―ツ交流大会」が開催され、
白井市のＯＮ（大山口・七次台
中学校区）スポ―ツクラブから
出場した新川雄太郎君（小6）と
森川利恵さんペアが卓球の種目
で優勝しました。
　この大会は、県内の総合型地
域スポ―ツクラブの連携とクラブ関係者の親睦を図る為に開催され
たもので、当日は卓球とニュースポ―ツのデモ体験が行われ、小学
校6年生から76歳までの幅広い参加があり、楽しく仲間の輪が広がっ
た大会となりました。卓球で優勝した新川くんは、小学校4年生のこ
ろに同スポーツクラブの体験教室で初めて卓球に触れて興味を持ち、
毎週の練習に参加して腕前をあげています。今回の勝利では「何も
言えないくらい嬉しい」と会心の微笑みでした。

育
は
地
域
の
協
力
が
な
く
て
は
で

き
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も

た
ち
の
こ
と
を
第
一
に
考
え
、
よ

り
良
い
学
童
保
育
所
を
目
指
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
童
で
の
子
ど
も
た
ち

　「
た
だ
い
ま
〜
」「
今
日
は
誰
が

一
番
」
と
、
毎
日
競
っ
て
帰
っ
て

く
る
一
年
生
。
そ
れ
か
ら
子
ど

も
た
ち
は
「
今
日
の
お
や
つ
は

何
？
」「
学
校
で
こ
ん
な
こ
と
が

あ
っ
た
よ
」
と
嬉
し
そ
う
に
話
し

て
く
れ
ま
す
。

　
今
年
は
全
体
の
半
数
以
上
が
低

学
年
な
の
で
、
と
て
も
に
ぎ
や
か

な
毎
日
で
す
。
室
内
で
は
コ
マ
や

け
ん
玉
、
あ
や
と
り
、
リ
リ
ア
ン

や
ト
ラ
ッ
プ
づ
く
り
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

　
校
庭
で
は
、
サ
ッ
カ
ー
や
ド
ッ

ジ
ボ
ー
ル
、
鬼
ご
っ
こ
な
ど
を
元

気
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
時
に
は

　このコーナーで紹介する皆さんの身近な話題
をお寄せください。
申・問　秘書広報課広報広聴班　内線3372 ～ 4へ

県大会でブロック優勝

熱
燗
の
相
手
の
在
り
て
夜
の
更
く
る

雨
近
し
か
た
ず
け
進
ま
ぬ
雪
便
り

幾
山
河
越
え
し
喜
寿
や
年
の
暮
れ

い
た
こ
笠
歌
へ
ば
今
年
も
春
近
し

気
休
め
の
集
ま
り
多
く
師
走
か
な

師
走
空
異
国
の
香
中
華
街

水
仙
の
素
直
に
咲
い
て
い
と
ほ
し
や

谷
川
の
岩
に
渦
巻
く
寒
さ
か
な

筑
波
か
ぜ
婆
々
に
つ
ら
い
水
仕
事

照
り
映
え
て
紅
葉
全
て
を
善
し
と
言
う

遠
き
友
手
書
き
の
賀
詞
に
浮
か
ぶ
貌

屠
蘇
を
酌
む
古
里
遠
き
ふ
た
り
か
な

　

土
だ
れ
芋
の
泥
落
す
手
に
冬
日
落
つ

何
を
書
く
?
何
年
書
く
の
？
日
記
買
う

ね
ぎ
白
し
斜
め
切
り
し
て
な
お
白
し

猫
開
け
し
戸
よ
り
吹
き
来
る
隙
間
風

初
詣
善
男
善
女
の
浅
草
寺

浜
田
屋
の
美
女
に
か
こ
ま
れ
冬
の
膳

ひ
と
と
き
を
燃
え
尽
く
し
た
る
山
眠
る

福
祉
の
店
に
額
を
購
う
聖
夜
か
な

冬
空
に
皇
帝
ダ
リ
ア
背
伸
び
し
て

山
芋
を
堀
り
上
げ
甥
の
に
た
り
顔

夢
の
ま
た
夢
も
か
な
い
ぬ
寝
正
月

読
初
は
月
刊
俳
誌
巻
頭
句

あ
か
つ
き
に
染
ま
り
ゆ
く
街
新
年
に

　
　
　
天
変
地
異
の
無
き
平
和
祈
る

思
ふ
さ
ま
に
荒
れ
た
る
庭
木
刈
り
込
み
て

　  

目
覚
め
し
朝

あ
し
た

手
足
の
痛
む

さ
わ
や
か
な
洗
濯
日
和
の
空
の
色

　
　
　
雲
流
さ
れ
て
ど
こ
ま
で
も
青

下
総
の
何
処
に
咲
き
し
福
寿
草

　
　
　
求
め
て
巡
る
冬
の
山
里

仙
台
の
三
女
に
二
人
目
の
孫
生あ

れ
て

　
　
　
わ
れ
四
人
の
ひ
い
ば
あ
と
な
る

箸
置
き
を
使
え
ば
自
然
に
よ
み
が
え
る

　
　
　
食
事
の
マ
ナ
ー
に
添
え
た
る
仕
草

林
な
す
天
向
く
枝
の
細
か
ら
め

　
　
　
何ど

こ処
に
実
は
生な

る
冬
の
梨
畑

被
爆
者
に
さ
さ
ぐ
る
水
と
ふ
浅
き
瀬
が

　
　
　
記
念
碑
ま
で
を
流
れ
続
け
り

父
母
の
留
守
炬
燵
に
潜
り
焼
餅
で

　
　
　
腹
を
満
し
た
兄
弟
の
時

夕
寒
く
久
し
く
顔
見
ぬ
男
の
孫
は

　
　
　
グ
ラ
ン
ド
に
ボ
ー
ル
蹴
り
い
る
ら
し
も

  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　     

（
作
品
は
五
十
音
順
に
掲
載
）

冨
士

　
　
　
福
加
あ
け
み

根
　
　
　
　
乾

　
タ
カ
子

冨
士

　
　
　
柳
沢

　
純

神
々
廻

　
　
髙
橋
勲
次
郎

冨
士

　
　
　
染
谷
英
人

冨
士

　
　
　
丸
山
文
子

神
々
廻

　
　
斉
藤
と
み
子

冨
士

　
　
　
福
加
博
之

根
　
　
　
　
押
田
み
よ
女

堀
込

　
　
　
山
川
純
子

大
山
口

　
　
上
坂
千
昭

桜
台

　
　
　
土
山
勝
實

池
の
上

　
　
大
橋

　
茂

大
松

　
　
　
織
本
泰
子

冨
士

　
　
　
齋
藤
順
子

西
白
井

　
　
山
本
幸
恵

堀
込

　
　
　
渡
辺
岩
夫

大
松

　
　
　
川
又
勝
彦

冨
士

　
　
　
小
澤
喜
美
子

堀
込

　
　
　
大
屋
キ
ヌ

清
水
口

　
　
池
川

　
悟

神
々
廻

　
　
田
中
八
代
い

冨
士

　
　
　
今
野
吉
信

南
山

　
　
　
齊
藤
眞
一
郎

七
次
台

　
　
松
井
寛
紅

池
の
上

　
　
蝦
名
幸
子

掘
込

　
　
　
名
越
た
て
み

復
　
　
　
　
杉
原
賢
一

池
の
上

　
　
関
根
千
浪

桜
台

　
　
　
米
井
詩
織

清
水
口

　
　
柴
垣
正
徳

冨
士

　
　
　
望
月
玲
子

桜
台

　
　
　
山
田

　
明

根
　
　
　
　
印
南
満
子

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
市
民
の
自
由
な
投
稿
に
よ
り
掲
載
し
て
い
る
も
の
で
、
選
者
は
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

学
童
で
の
現
況
に
つ
い
て
〜

　
保
護
者
の
立
場
か
ら

　
七
次
台
学
童
保
育
所
は
、
平
成

17
年
に
清
水
口
学
童
保
育
所
よ
り

分
離
し
て
、
児
童
20
人
で
開
所
し

ま
し
た
。

　
今
年
度
で
7
年
目
を
迎
え
る
七

次
台
学
童
保
育
所
は
、
小
学
校
校

舎
内
の
一
教
室
を
借
用
し
、
現
在

40
人
の
児
童
が
放
課
後
の
時
間
を

活
用
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
児
童
の
増
加
に
よ

り
人
数
が
倍
に
な
り
う
れ
し
い
半

面
、
室
内
の
密
度
が
増
し
、
そ
れ

に
伴
う
子
ど
も
た
ち
の
ス
ト
レ
ス

が
心
の
面
や
安
全
性
で
の
問
題
点

と
し
て
浮
き
彫
り
に
な
り
、
大
変

な
現
状
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
七
次
台
小
学
校
の
敷
地

内
に
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
を
建
設
し
て

お
り
、
来
年
度
か
ら
は
そ
の
教
室

の
一
部
で
の
運
営
と
な
る
た
め
、

指
導
員
は
不
安
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
学
校
内
外
に
お
け
る
児
童
の
教

□
指
導
員
募
集
□

　
七
次
台
学
童
保
育
所
（
七
次
台

学
童
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
）
は
、
放

課
後
の
小
学
生
を
保
育
・
指
導
す

る
指
導
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
と
遊
ぶ
の
が
好
き
で
、
体

力
に
自
信
の
あ
る
人
は
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

募
集
内
容

　
専
任
指
導
員
・
補
助

指
導
員

　

応
募
資
格

　
20
歳
以
上
の
健
康
な

人
（
学
童
保
育
経
験
者
、
保
育
士
・

教
員
資
格
等
を
持
つ
人
を
優
先
し

ま
す
）

勤
務
日
・
時
間

　
平
日
午
後
1
時

〜
7
時
、
土
曜
日

　
午
前
8
時
〜

午
後
3
時
30
分

申
・
問

　
直
接
七
次
台
学
童
わ
く

わ
く
ラ
ン
ド
（
七
次
台
小
学
校
内
）

☎
（
4
9
2
）
6
6
3
0
（
平
日

午
後
1
時
〜
7
時
）
へ

学  

童  

保  

育  

所  

⑩

七
次
台
学
童
保
育
所

　震災の影響により再生紙の入手が困難なため、
　上質紙を使用しています。

ぶ
つ
か
り
合
い
も
生
じ
ま
す
が
、

異
年
齢
の
集
団
で
遊
ぶ
こ
と
に
よ

り
個
性
の
強
い
子
も
自
然
と
生
活

に
必
要
な
ル
ー
ル
を
学
ん
で
い
ま

す
。

　
ま
た
毎
日
練
習
を
重
ね
、
や
っ

と
一
輪
車
に
乗
れ
た
時
、
空
中
の

り
が
で
き
ｄ
た
時
な
ど
の
誇
ら
し

げ
な
顔
や
、
校
内
マ
ラ
ソ
ン
大
会

に
向
け
て
、
子
ど
も
た
ち
が
自
主

的
に
カ
ー
ド
を
作
り
練
習
に
励
む

姿
を
み
る
と
成
長
ぶ
り
が
伺
え
と

て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
が
協

力
し
合
い
楽
し
い
仲
間
作
り
の
出

来
る
学
童
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
、
七
次
台
学
童

保
育
所
の
児
童
の
見
守
り
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
　

児
童
家
庭
課
児
童
家
庭
班
☎

（
4
9
7
）
3
4
8
7

アフリカの文化に触れる
　12月9日、白井第一小学校で「ネリカ米収穫祭」が行われました。
　ネリカ米は、西アフリカの飢餓対策のために開発された新種の陸稲
で、同校では5年生の総合学習の一環としてこの米づくりを行ってい
ます。栽培は市内に本部のあるＮＰＯ法人「日本ブルキナファソ友好
協会」の協力を得ながら行われ、収穫祭にはブルキナファソのウェド
ラォゴ大使と妻のドミニクさんが招かれ、子どもたちが作った料理を
振る舞ったり歌や楽器の演奏を披露するなど交流を深めていました。

　ブルキナファソでは、木の
実を発酵させた「スムバラ」
という調味料を使って羊の肉
を煮込んだ家庭料理が良く食
べられており、子どもたちは
スムバラご飯などの家庭料理
や収穫したネリカ米などを食
べながら、アフリカの文化に
触れていました。

表彰状を手にした新川君と森川さんペア

大使に記念品を贈呈する子どもたち

「仮想ごっこ」を楽しむ子どもたち


